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学びつづける力
　21世紀もその１／５に近づこうとしていますが、世界はま
すます混沌としているように思えます。20世紀の２度の世界
大戦を経験し、人びとは再びその惨禍を味わうまいと、幾多
の仕組みを作り上げてきましたが、そうした努力をあざ笑う
かのように、武力・暴力で問題を解決しようという動きは跡を
絶ちません。インターネットを始めとする情報通信技術の進歩
は、世界中の人びとの相互理解を飛躍的に高めるものである
反面、ネット上にはヘイトの言説が満ちあふれています。開発
は格差と貧困を生み、貧困は差別と憎悪の温床となっています。

　もはや文明や科学技術は人びとを幸せにしないのではな
いか。そんな雰囲気が広がり、反知性的な言説にも共感が
広がっています。しかし、人類の課題は人類自らが解決し
なければならず、それは人類に与えられた知性を駆使する
ことでしか、成し遂げられないのではないでしょうか。

　大学が一般的な教育課程における最終段階であるとすれ
ば、Graduate Schoolという名称からもわかるように、大学
院はその先にあるものです。一般的な教育課程を越えて、
さらに学び続けることを志した人びとにとって、修士や博
士の学位の取得はもちろん直接の目標ですが、それで終わ
るのではなく、生涯にわたって学び続け、研究を重ね、知
性を磨いていく力を身につけること、それこそが大学院で
の学びの大きな目的でしょう。

　新潟大学大学院現代社会文化研究科は、人文科学、社会
科学、教育科学にまたがる幅広い専門分野の210名もの教
員を擁する、文系の総合大学院です。そうした利点を活か
して、学生各自の専門分野を深めるとともに、それぞれの
テーマに対する学際的アプローチから、課題探求、課題解
決の能力を磨いていくためのカリキュラムを用意していま
す。多くの留学生や、社会人の経験ある学生など、多様な
学生との交流もまた、広い視野を獲得するうえでの貴重な
経験となるでしょう。

　新潟大学大学院現代社会文化研究科では、「現代性」と「共
生」をふたつの理念として掲げています。この理念のもと
学んだ学生が、生涯にわたって磨き上げた知性を駆使する
ことで、現代社会の諸課題を解決に導き、多様な文化的背
景をもつ人びとが共生し、さらに人類と自然が共生する、
幸福な未来を作り上げていくことを、願ってやみません。

大学院現代社会文化研究科長　原 直史
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基本理念

６つの特色

２つの理念新潟大学大学院現代社会文化研究科アドミッション・ポリシー
　新潟大学大学院現代社会文化研究科の各専攻は、下記の目的によって教育研究を進めています。こ
のような教育研究目的に応えて専門職業人・研究者となる意欲と能力を有した人物を募集します。

基本理念・研究科の特色

　現代文化専攻は、社会や文化に関する課題を、メディア文化、情報社会、哲学・心理学及び生活健

康行動科学の観点から発見・探求する能力を涵養し、現代文化についての専門的知識と課題発見・探

求能力を有する専門職業人及び研究者を育成します。

　社会文化専攻は、社会や文化間の相互理解に関する課題を、世界の言語・歴史・文化の観点から

発見・探求する能力を涵養し、社会や文化についての専門的知識と課題発見・探求能力を有する専門

職業人及び研究者を育成します。

　法政社会専攻は、法制度及び行政に関する課題を、共生社会の構築という観点から発見・探求する

能力を涵養し、法政社会についての専門的知識と課題発見・探求能力を有する専門職業人及び研究

者を育成します。

　経済経営専攻は、グローバル化が進む現代社会の重層的かつ複雑な経済に関する課題を、経済

学・経営学の観点から発見・探求する能力を涵養し、経済経営についての専門的知識と課題発見・探

求能力を有する専門職業人及び研究者を育成します。

　人間形成研究専攻は、家庭・学校・社会等における人間形成に関する課題を、生活環境・文化・教

育の観点から分析・解決する能力を涵養し、人間形成についての高度な専門的知識と課題解決能力

を有する高度専門職業人及び研究者を育成します。

　共生文化研究専攻は、世界の諸地域の言語・歴史・文化に関する課題を、相互理解と相互発展と

いう共生の観点から、多角的・総合的に分析・解決する能力を涵養し、日本、アジア、欧米等の言語・歴

史・文化についての高度な専門的知識と課題解決能力を有する高度専門職業人及び研究者を育成

します。

　共生社会研究専攻は、国際社会や地域社会における法・政治・経済等のシステム及び制度に関す

る課題を、相互理解と相互発展という共生の観点から、多角的・総合的に分析・解決する能力を涵養

し、法学、経済学の高度な専門的知識と課題解決能力を有する高度専門職業人及び研究者を育成し

ます。

 現代社会文化研究科の基本理念は「課題研究能力
の育成」です。
　現代の社会は、自己責任型社会へ急速に転換しつ
つあります。自己責任型社会では、時代の変化に、私
たちが主体的に対応できる能力が求められます。そ
れには、自分で学ぶ能力を基礎にして、将来の課題を
探求し、幅広い視野から総合的な判断を下すことが
できる課題探求能力を習得する必要があります。

　本研究科の名称は、「現代」と「社会文化」によって
構成されています。この名称は、２つの理念を表現し
ています。
　理念のひとつは〈現代性〉です。〈現代性〉とは、課
題設定の方法についての理念を示します。学生は、社
会と文化の全領域から自分の課題を設定し、その課
題の解決の仕方を、「現代」の問題と関連付けて研究
します。
　理念のふたつ目は〈共生〉です。〈共生〉とは、課題
解決の方向性を示す理念です。「現代」の課題を解決
するためには、社会と文化について、人間と人間、人
間と自然が共存できるシステムを構想しなければな
りません。その理念が〈共生〉です。

課題探求型の総合型大学院
　人文科学・法学・経済学・教育科学にまたがる多数
の教員を擁しています。学生は、自分の研究課題に
沿う指導を受けることができます。

一人ひとりに合わせた指導体制
　学生一人ひとりに履修指導委員会（主指導教員
１人・副指導教員２人によって構成されます）を設
け、学生の研究課題に応じた履修指導と論文指導
を行います。

専門型の博士前期課程、学際型の博士後期課程
　課題を探求するには、専門性と学際性との調和
のとれた能力を有する必要があります。
　博士前期課程では、各自の課題を探求するのに
必要な専門的学力の習得に努めます。そのことか
ら、専門性を主・学際性を副とするカリキュラムを用
意しました。
　博士後期課程では、課題解決能力の獲得を目指
します。そのことから、学際性を主・専門性を副とす
るカリキュラムを組みました。教員・学生による研究
プロジェクトにも参加します。

課題に応じた学位
　各自の研究課題に応じた学位を取得できます。
　博士前期課程では、修士（文学）、修士（法学）、修
士（行政学）、修士（経済学）、修士（経営学）、修士

（公共経営学）、修士（学術）の７種類から、いずれか
の学位を取得できます。
　博士後期課程では、博士（学術）を基本としつつ、
博士（文学）、博士（法学）、博士（経済学）、博士（教
育学）のいずれかから取得できます。

社会人や外国人にも開かれた大学
　社会人や外国人を積極的に受け入れるために、
入学試験では、社会人や外国人を対象にした特別
入試を実施しています。また、社会人学生に対して
は、必要に応じて、夜間授業等を開講しています。

学位取得に向けた履修体制
　博士前期課程では２年、博士後期課程では３年
の標準修業年限で学位を取得する履修体制を組ん
でいます。短期修了（修業年限の特例として、優れ
た研究業績を上げた者に適用）や長期履修の制度
もあります。

「基本理念」と「２つの理念」を実現するために、本研究科は、６つの特色を備えています。

課題探求能力の育成 〈現代性〉と〈共生〉

基本理念

６つの特色

２つの理念
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　博士後期課程では、課題解決能力の獲得を目指
します。そのことから、学際性を主・専門性を副とす
るカリキュラムを組みました。教員・学生による研究
プロジェクトにも参加します。

課題に応じた学位
　各自の研究課題に応じた学位を取得できます。
　博士前期課程では、修士（文学）、修士（法学）、修
士（行政学）、修士（経済学）、修士（経営学）、修士

（公共経営学）、修士（学術）の７種類から、いずれか
の学位を取得できます。
　博士後期課程では、博士（学術）を基本としつつ、
博士（文学）、博士（法学）、博士（経済学）、博士（教
育学）のいずれかから取得できます。

社会人や外国人にも開かれた大学
　社会人や外国人を積極的に受け入れるために、
入学試験では、社会人や外国人を対象にした特別
入試を実施しています。また、社会人学生に対して
は、必要に応じて、夜間授業等を開講しています。

学位取得に向けた履修体制
　博士前期課程では２年、博士後期課程では３年
の標準修業年限で学位を取得する履修体制を組ん
でいます。短期修了（修業年限の特例として、優れ
た研究業績を上げた者に適用）や長期履修の制度
もあります。

「基本理念」と「２つの理念」を実現するために、本研究科は、６つの特色を備えています。

課題探求能力の育成 〈現代性〉と〈共生〉

基本理念

６つの特色

２つの理念

博士前期課程

博士後期課程
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選択科目 ……… ４単位以上

「特定研究Ⅰ」「特定研究Ⅱ」「特定研究Ⅲ」
本研究科の教員が組織する共同研究プロジェクト（教
員と学生による小規模な研究会)に参加して、博士論
文作成の準備を進めます。

「総合演習」
学生が教員や他学生の前で研究発表を行い、質疑応答
を通じて、博士論文のブラッシュアップを行うものです。

「論文発表」
さらに博士論文の作成を支援するため、学術誌や学
術報告書への発表を積極的に奨励しています。その
ひとつとして本研究科では、学生が論文発表する場
として、学術誌『現代社会文化研究』を年に２回刊
行しています。

【論文作成】
第１ステップとして、３年次の１学期に「学位論文
提出資格審査申請書」を提出し、これにもとづき口
述試験及び筆記試験により、申請者の研究能力や学
力が審査され、合格と判定されると「学位論文提出
資格者（Ph.D. Candidate）」が得られます。第２ステップとして「博士論文草稿」を提出し、履修指導委
員会の指導を受けます。第３ステップとして、「学位論文」を完成させ提出します。論文審査と口述試験に
より、学位にふさわしい能力を有しているかどうか審査され、合格と判定されると、博士の学位が授与さ
れます。
※学位の種類は、各専攻紹介の頁を参照

　博士後期課程では、10〜15頁に掲載した授業科目（選択科目）のほかに、「特定研究Ⅰ」「特定研究Ⅱ」
「特定研究Ⅲ」「総合演習」を必修科目として設けて、専門的学力を獲得することを目標としています。

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

必修科目 ……… 各２単位　計８単位

共同研究
プロジェクト

特定研究Ⅰ

共同研究
プロジェクト

共同研究
プロジェクト

特定研究Ⅱ 特定研究Ⅲ

学位論文

学
位
論
文
提
出
資
格
審
査
申
請
書
提
出

Ｐ
ｈ・Ｄ・ 

Ｃ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｄ
ａ
ｔ
ｅ
取
得

審
査

STEP1

論
文
草
稿
提
出

履
修
指
導
委
員
会
の
指
導

STEP2

学
位
論
文
提
出

審
査

STEP3

総合
演習

学
位
取
得
（
博
士
）

１年次 ２年次 ３年次

博士後期課程
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選択科目 ……… 自プログラム14単位
　　　　　　　  他プログラム８単位

「課題研究Ⅰ」
修士論文作成のための技法・作法等
の基本を修得。

「課題研究Ⅱ」「課題研究Ⅲ」
主指導教員による修士論文作成のた
めの個別指導。

「総合演習」
各自の研究内容を発表し、所属する
専攻の教員や他学生との質疑応答を
行うことにより、専門領域を超えた
融合的な幅広い思考能力を涵養し、修士論文のブラッシュアップを行う。

【論文作成】
２年次の１学期に「学位論文作成計画書」を提出し、「学位論文作成資格審査」において資格を取得し
たのちに「学位論文」を提出します。「学位論文」の審査や口述試験により、学位にふさわしい能力を
有しているかどうかが審査され、合格と判定されると、修士の学位が授与されます。
※学位の種類は、各専攻紹介の頁を参照

　博士前期課程では、６〜９頁に掲載した授業科目（選択科目）のほかに、「課題研究Ⅰ」「課題研究Ⅱ」
「課題研究Ⅲ」「総合演習」を必修科目として設けています。さらにインターンシップ、他大学院の授業
科目の履修や入学前の既修得単位など（研究上有益と認められる場合）を認定しています。専門的学力
の習得に重きを置いたカリキュラム編成で30単位以上を修得します。

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

必修科目 ……… 各２単位　計８単位

総合演習

学位論文

学
位
論
文
提
出

審
査

学
位
論
文
作
成

計
画
書
提
出

学
位
論
文
作
成

資
格
取
得審

査

課題研究Ⅰ 課題研究Ⅱ 課題研究Ⅲ

　学生は学位論文を提出して学位を取得します。学位取得までのプロセスは、博士前期課程、博士後期
課程それぞれ下記のとおりです。

学位取得までのプロセス・支援

学
位
取
得
（
修
士
）

１年次 ２年次

博士前期課程
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　社会文化専攻は、社会や文化間の相互理解に関する課題を、世界の言語・歴史・文化の観点から発見・探求する能力
を涵養し、社会や文化についての専門的知識と課題発見・探求能力を有する専門職業人及び研究者を育成します。

博士前期課程
【 社会文化専攻 】

取得できる学位 修士（文学）、修士（学術）

英米歴史文化
（高橋 康浩）

ヨーロッパ歴史文化Ⅰ
（未定）

ヨーロッパ歴史文化Ⅱ
（細田 あや子）

ヨーロッパ歴史文化Ⅲ
（小林 繁子）

西洋美術史
（田中 咲子）

環地中海歴史文化
（高橋 秀樹）

文化財学
（加賀谷 真梨）

形態資料学
（未定）

比較民俗学
（飯島 康夫）

比較考古学
（白石 典之）

地理空間学
（堀 健彦）

自然地理学
（小野 映介）

人文地理学
（前田 洋介）

伝統芸能論
（中本 真人）

中国言語文化Ⅰ
（朱 継征）

中国言語文化Ⅱ
（干野 真一）

中国言語文化Ⅲ
（藤田 益子）

日本語教育Ⅰ
（池田 英喜）

日本語教育Ⅱ
（池田 英喜）

日本語教育Ⅲ
（足立 祐子）

日本語教育Ⅳ
（足立 祐子）

日本語教育史Ⅰ
（柴田 幹夫）

日本語教育史Ⅱ
（柴田 幹夫）

日本語教育実習
（池田英喜・足立祐子）

日本語教育実践研究
（池田英喜・足立祐子）

東アジア社会文化
（未定）

東アジア言語文化
（藤田 益子）

東アジア比較文化
（藤田 益子）

日本研究
（真水 康樹　他）

International Relations of
East Asian Regional Integration

（張 雲）
Language Policy

in Japan
（足立 祐子）

英米言語文化Ⅰ
（土橋 善仁）

英米言語文化Ⅱ
（秋 孝道）

英米言語文化Ⅲ
（大竹 芳夫）

英米言語文化Ⅳ
（山田 陽子）

英米言語文化Ⅴ
（未定）

英米言語文化Ⅵ
（本間 伸輔）

英米古典文芸文化
（恩田 公夫）

英米文芸文化Ⅰ
（辻 照彦）

英米文芸文化Ⅱ
（Hadley, Gregory Stuart）

英米文芸文化Ⅲ
（平野 幸彦）

英米文芸文化Ⅳ
（市橋 孝道）

英米文芸文化Ⅴ
（岡村 仁一）

日本社会構造論
（未定）

日本社会形成論Ⅰ
（未定）

日本社会形成論Ⅱ
（原 直史）

環日本海社会形成論
（中村 元）

環日本海歴史文化
（広川 佐保）

東アジア歴史文化
（村上 正和）

朝鮮歴史文化
（山内 民博）

環東アジア社会構造論
（麓 慎一）

アジア
社会文化

欧米
社会文化

国際日本
文化

教育プログラム

分  野

アジア言語文化 アジア歴史文化 社会文化資料 欧米言語文化 欧米歴史文化 国際日本文化

中国古典文化
（角谷 聰）

中国文芸文化Ⅰ
（未定）

中国文芸文化Ⅱ
（土屋 太祐）

中国文芸文化Ⅲ
（未定）

中国書道文化
（角田 勝久）

朝鮮文芸文化
（藤石 貴代）

日本言語文化Ⅰ
（三ツ井 正孝）

日本言語文化Ⅱ
（岡田 祥平）

日本文芸文化
（堀 竜一）

日本書道文化Ⅰ
（岡村 浩）

日本書道文化Ⅱ
（清水 文博）

日本古典文芸文化Ⅰ
（高橋 早苗）

日本古典文芸文化Ⅱ
（廣部 俊也）

日本古代言語文化Ⅰ
（磯貝 淳一）

日本古代言語文化Ⅱ
（鈴木 恵）

ドイツ文芸文化Ⅰ
（桑原 聡）

ドイツ文芸文化Ⅱ
（吉田 治代）

フランス言語文化
（石野 好一）

フランス思想史
（逸見 龍生）

ロシア文芸文化
（鈴木 正美）

比較言語
（江畑 冬生）
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情報システム論
（中村 隆志）

科学文化
（井山 弘幸）

　現代文化専攻は、社会や文化に関する課題を、メディア文化、情報社会、哲学・心理学及び生活健康行動科学の観
点から発見・探求する能力を涵養し、現代文化についての専門的知識と課題発見・探求能力を有する専門職業人及び
研究者を育成します。

博士前期課程
【 現代文化専攻 】

取得できる学位 修士（文学）、修士（学術）

映像文化Ⅰ
（石田 美紀）

映像文化Ⅱ
（キム・ジュニアン）

表象文化
（番場 俊）

テクスト文化
（猪俣 賢司）

メディア文化史
（津森 圭一）

大衆文化
（甲斐 義明）

文化空間論
（佐藤 哲夫）

身体表現
（齋藤 陽一）

ディスクール論
（未定）

現代美術文化
（丹治 嘉彦）

地域美術文化
（柳沼 宏寿）

西洋音楽文化
（田中 幸治）

音楽創作論
（清水 研作）

ヘルスプロモーション･ウェルネス
（田中 誠二）

運動機能学
（牛山 幸彦）

身体運動文化
（小林 日出至郎）

健康教育
（笠井 直美）

衣環境評価学
（杉村 桃子）
衣環境材料学
（中村 和吉）

住環境学
（飯野 由香利）

食環境科学
（山口 智子）

身体発達学
（八坂 剛史）

水中運動学
（大庭 昌昭）

生涯スポーツ論
（村山 敏夫）

体育心理学
（森 恭）

運動生理学
（天野 達郎）

応用健康科学
（笠巻 純一）

情報社会論Ⅰ
（古賀 豊）

情報社会論Ⅱ
（古田 和久）

情報社会論Ⅲ
（原田 健一）

理論社会学Ⅰ
（松井 克浩）

理論社会学Ⅱ
（内田 健）

ジェンダー論
（杉原 名穂子）

社会ネットワーク論
（渡邊 登）

国際社会学
（未定）

文化人類学
（中村 潔）

現代リテラシー論Ⅰ
（阿部 好貴）

現代リテラシー論Ⅲ
（足立 幸子）

音楽表現論
（鈴木 賢太）

生涯教育学
（渡邊 洋子）

パーソナリティ心理学
（並川 努）現代リテラシー論Ⅱ

（岡野 勉）

社会認識論Ⅲ
（田中 一裕）

社会認識論Ⅰ
（釜本 健司）

科学技術と社会
（佐藤 靖）

身体認識論
（石垣 健二）

社会認識論Ⅱ
（田中 雄二）

教育工学
（澤邉 潤）

健康運動論
（檜皮 貴子）

宗教思想
（青柳 かおる）

比較哲学
（宮﨑 裕助）

西洋思想史
（阿部 ふく子）

現代倫理学
（未定）

認知哲学
（太田 紘史）

教育哲学
（福田 学）

知覚心理学
（白井 述）

比較心理学
（未定）

環境心理学
（工藤 信雄）

教育心理学
（杉澤 武俊）

社会心理学
（福島 治）

生涯発達心理学
（松井 賢二）

障害児心理学Ⅰ
（有川 宏幸）

障害児心理学Ⅱ
（渡邉 流理也）

障害児言語学
（入山 満恵子）

認知科学
（新美 亮輔）

情報社会メディア文化

情報社会
文化

心理科学

基礎心理コース

臨床心理査定学
（田中 恒彦）
心理療法論

（横山 知行）

臨床心理学
（小堀 彩子）

臨床心理コース

現代思想

現代人間
科学

生活健康
行動科学

教育プログラム

分  野

生活健康行動科学

博士前期課程専攻紹介
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　経済経営専攻は、グローバル化が進む現代社会の重層的かつ複雑な経済に関する課題を、経済学・経営学の観点か
ら発見・探求する能力を涵養し、経済経営についての専門的知識と課題発見・探求能力を有する専門職業人及び研究
者を育成します。

博士前期課程
【 経済経営専攻 】

取得できる学位 修士（経済学）、修士（経営学）、修士（公共経営学）、修士（学術）

会計学
（稲村 由美）

財務会計
（未定）

コスト・マネジメント
（有元 知史）

管理会計
（未定）

国際会計
（加井 久雄）

経営税務
（出村 仁志）

租税理論
（藤巻 一男）

ミクロ経済理論
（山崎 剛志）

計量経済分析
（伊藤 伸幸）

金融論
（笠原 哲也）

市場と組織の理論
（大屋 靖成）

産業組織論
（未定）

環境経済学
（藤堂 史明）

国際経済学
（内藤 雅一）

労働経済学
（未定）

ゲーム理論
（高宮 浩司）

国際マクロ経済学
（中田 豪）

経済情報分析
（永井 雅人）

経済政策
（未定）

財政学
（根岸 睦人）

世界経済史
（左近 幸村）

比較経済思想史
（武藤 秀太郎）

アメリカ経済
（大森 拓磨）

ロシア東欧経済
（道上 真有）

EU経済
（藤田 憲）

中国経済
（溝口 由己）

開発途上国経済
（石川 耕三）

政治経済学
（柴田 透）

公共経済学
（中東 雅樹）

公共経営
（鷲見 英司）

NPO論
（澤村 明）

マクロ経済学
（長谷川 雪子）

ミクロ経済分析
（濱田 弘潤）

地方財政
（宍戸 邦久）

経営情報
（未定）

経営戦略論
（伊藤 龍史）

経営組織
（木全 晃）

組織行動
（岸 保行）

医療経営
（堀籠 崇）

経済社会 経営会計
教育プログラム

分  野

理論・計量経済 グローバル社会
経済ネットワーク マネジメント アカウンティング
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　法政社会専攻は、法制度及び行政に関する課題を、共生社会の構築という観点から発見・探求する能力を涵養し、
法政社会についての専門的知識と課題発見・探求能力を有する専門職業人及び研究者を育成します。

博士前期課程
【 法政社会専攻 】

取得できる学位 修士（法学）、修士（行政学）、修士（学術）

Japanese Family 
Law and Society
（田巻 帝子）

Basic Theory of 
Income Taxation

（未定）

International Taxation  
of Japan

（未定）

International Law
（渡辺 豊）

Introduction to  
Japanese Politics
（真水 康樹）

憲法Ⅰ
（土屋 武）

憲法Ⅱ
（上村 都）

憲法Ⅲ
（栗田 佳泰）

行政法Ⅰ
（田中 良弘）

行政法Ⅱ
（今本 啓介）

法社会学Ⅰ
（田巻 帝子）

法社会学Ⅱ
（小泉 明子）

西洋政治史
（未定）

政治学Ⅰ
（稲吉 晃）

政治学Ⅱ
（兵藤 守男）

政治学原論
（神田 豊隆）

政治思想
（向山 恭一）

国際関係論
（張 雲）

Introduction to
 Japanese Law Ⅰ

（未定）

Introduction to 
Japanese Law Ⅱ

（澤田 克己　他）

Political Economy Ⅰ
（未定）

Political Economy Ⅱ
（大森 拓磨）

Industrial Organization
（内藤 雅一）

Financial Market and 
Economy in Japan

（未定）

North-South Relations for the 
Environment and Development

（宮田 春夫）

Politics in 
Contemporary Japan

（神田 豊隆）

Advanced Studies on Chinese 
Politics and Diplomacy

（張 雲）

Advanced Studies on Asia-
Pacific International Relations

（張 雲）

Introduction to Japanese 
Public Administration

（未定）

Japan's  
International Relations

（神田 豊隆）

International 
Ｍｉｃｒｏｅｃｏｎｏｍｉｃｓ
（内藤 雅一）

中国政治
（真水 康樹）

現代中国政治
（李 寒梅）

民法Ⅰ
（大島 梨沙）

民法Ⅱ
（牧 佐智代）

民法Ⅲ
（石畝 剛士）

民法Ⅳ
（上山 泰）

民法Ⅴ
（近藤 明彦）

労働法
（木南 直之）

刑法Ⅰ
（田寺 さおり）

刑法Ⅱ
（丹羽 正夫）

刑法Ⅲ
（本間 一也）

刑事訴訟法Ⅰ
（稲田 隆司）

刑事訴訟法Ⅱ
（櫻井 香子）

商法Ⅰ
（内田 千秋）

商法Ⅱ
（梅津 昭彦）

民事訴訟法
（未定）

現代契約法
（未定）

環境法
（岩嵜 勝成）

企業法
（吉田 正之）

倒産法
（若槻 良宏）

金融取引法
（田中 幸弘）

中国法
（未定）

行政学Ⅰ
（未定）

行政学Ⅱ
（馬場 健）

行政学Ⅲ
（南島 和久）

国際人権法
（渡辺 豊）

経済法
（澤田 克己）

税法
（未定）

情報法
（鈴木 正朝）

社会保障法
（田中 伸至）

知的財産法
（渡邉 修）

自治体法
（未定）

公共政策
（未定）

教育法・教育政策
（世取山 洋介）

法政社会 国際社会
教育プログラム

分  野

行政ネットワーク 国際社会法制ネットワーク
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現代教育文化

教育行政研究
（雲尾 周）

教育測定研究
（杉澤 武俊）

教育政策と教育法研究
（世取山 洋介）

キャリア教育研究
（松井 賢二）

生涯学習研究
（相庭 和彦）

特別支援教育研究
（長澤 正樹）

障害児者コミュニケーション支援研究
（入山 満恵子）

障害児者生理的発達支援研究
（渡邉 流理也）

障害児者支援研究
（有川 宏幸）

社会科教育方法研究
（宮薗 衛）

民俗音楽文化研究
（伊野 義博）

音楽実践研究
（森下 修次）

音楽創作研究
（清水 研作）

音楽表現研究
（田中 幸治）

美術表現研究
（佐藤 哲夫）

演奏表現研究
（宇野 哲之）

現代美術表現研究
（丹治 嘉彦）

美術教育研究
（柳沼 宏寿）

彫刻芸術研究
（郷 晃）

家庭科教育方法研究
（高木 幸子）

教育哲学研究
（福田 学）

教育社会学研究
（古田 和久）

経済教育研究
（柴田 透）

教授学習研究
（一柳 智紀）

社会科教育史研究
（釜本 健司）

社会地理学研究
（前田 洋介）

言語教育研究
（足立 祐子）

数学教育内容研究
（垣水 修）

数学教育研究
（阿部 好貴）

英語教育評価研究
（松澤 伸二）

英語教育読解指導研究
（加藤 茂夫）

読書教育研究
（足立 幸子）

音楽文化研究
（横坂 康彦）

音楽演奏表現研究
（鈴木 賢太）
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　人間形成研究専攻は、家庭・学校・社会等における人間形成に関する課題を、生活環境・文化・教育の観点から分
析・解決する能力を涵養し、人間形成についての高度な専門的知識と課題解決能力を有する高度専門職業人及び研究
者を育成します。

博士後期課程
【 人間形成研究専攻 】

取得できる学位 博士（学術）、博士（文学）、博士（教育学）

博士後期課程専攻紹介

人間形成文化

分  野

知覚情報研究
（新美 亮輔）

家族力動論研究
（横山 知行）

行動変容研究
（神村 栄一）

性格形成研究
（福島 治）

認知行動研究
（白井 述）

現代社会研究
（松井 克浩）

認識哲学研究
（阿部 ふく子）

比較思想形成研究
（宮﨑 裕助）

宗教思想研究
（青柳 かおる）

科学思想研究
（井山 弘幸）

文化人類学研究
（中村 潔）

情報文化研究
（原田 健一）

認知行動病理学研究
（田中 恒彦）

対人援助研究
（小堀 彩子）

健康行動研究
（天野 達郎）

運動機能研究
（牛山 幸彦）

身体発達研究
（八坂 剛史）

衣環境評価研究
（杉村 桃子）

身体思想研究
（石垣 健二）

衣環境材料研究
（中村 和吉）

住環境研究
（飯野 由香利）

食環境研究
（山口 智子）

水中運動研究
（大庭 昌昭）

健康行動形成研究
（森 恭）

健康体操研究
（檜皮 貴子）

体育思想研究
（小林 日出至郎）

健康支援科学研究
（笠巻 純一）

健康運動研究
（村山 敏夫）

メディア社会文化研究
（古賀 豊）

社会情報システム研究
（中村 隆志）

ジェンダー研究
（杉原 名穂子）

社会ネットワーク研究
（渡邊 登）

認知形成研究
（中島 伸子）

認知思想研究
（太田 紘史）

健康教育研究
（笠井 直美）
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国際共生文化

欧米言語文化研究
（土橋 善仁）

アメリカ社会思想研究
（高橋 康浩）

ドイツ社会思想研究
（桑原 聡）

ドイツ社会文化研究
（吉田 治代）

ロシア文化研究
（鈴木 正美）

フランス思想史研究
（逸見 龍生）

機能言語学研究
（江畑 冬生）

ヨーロッパ美術文化研究
（細田 あや子）

地中海文化史研究
（高橋 秀樹）

比較文学研究
（猪俣 賢司）

フランス言語文化研究
（石野 好一）

フランス文芸文化研究
（津森 圭一）

比較文法研究
（秋 孝道）

イギリス文芸文化研究
（市橋 孝道）

英米メディア文化研究
（辻 照彦）

日英語比較統語論研究
（本間 伸輔）

応用言語学研究
（大竹 芳夫）

近現代芸術研究
（甲斐 義明）

語用論研究
（山田 陽子）

英語圏文化研究
（Hadley, Gregory Stuart）

表象文化研究
（番場 俊）

映像文化研究
（石田 美紀）

身体表現研究
（未定）

ヨーロッパ歴史社会研究
（小林 繁子）

アメリカ近代小説研究
（岡村 仁一）

映像思想研究
（キム・ジュニアン）

西洋美術史研究
（田中 咲子）
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　共生文化研究専攻は、世界の諸地域の言語・歴史・文化に関する課題を、相互理解と相互発展という共生の観点か
ら、多角的・総合的に分析・解決する能力を涵養し、日本、アジア、欧米等の言語・歴史・文化についての高度な専
門的知識と課題解決能力を有する高度専門職業人及び研究者を育成します。

博士後期課程
【 共生文化研究専攻 】

取得できる学位 博士（学術）、博士（文学）

地域共生文化

分  野

環日本海地域関係研究
（中村 元）

日本国家形成研究
（未定）

東アジア文化圏研究
（村上 正和）

ユーラシア文化形成研究
（白石 典之）

歴史環境形成研究
（堀 健彦）

朝鮮社会構造研究
（山内 民博）

アジア近代社会研究
（広川 佐保）

中国語言語表現研究
（干野 真一）

中国文芸文化研究
（未定）

日本芸能文化研究
（中本 真人）

日本近代言語文化研究
（三ツ井 正孝）

日本近代文芸文化研究
（堀 竜一）

近代朝鮮文学研究
（藤石 貴代）

環日本海民俗研究
（加賀谷 真梨）

日本文化形成研究
（高橋 早苗）

日本民俗研究
（飯島 康夫）

日本伝統文芸文化研究
（廣部 俊也）

東アジア書跡研究
（角田 勝久）

日本近世社会研究
（原 直史）

日本北方文化研究
（麓 慎一）

書道文化研究
（岡村 浩）

中国古典文学研究
（角谷 聰）

中国文化研究
（土屋 太祐）

中国語文化研究
（朱 継征）

日本中世言語文化研究
（鈴木 恵）

現代日本語動態研究
（岡田 祥平）

日本古代言語文化研究
（磯貝 淳一）

現代日本語文法研究
（池田 英喜）

中国歴史言語文化研究
（藤田 益子）

近代日中関係史研究
（柴田 幹夫）
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国際共生社会

比較労使関係研究
（木南 直之）

比較政治制度研究
（兵藤 守男）

家族法制研究
（田巻 帝子）

市民社会基本法研究
（大島 梨沙）

契約法研究
（石畝 剛士）

法社会研究
（小泉 明子）

現代刑法理論研究
（本間 一也）

ファイナンス法研究
（田中 幸弘）

刑事制度論研究
（丹羽 正夫）

アメリカ経済研究
（大森 拓磨）

国際経済研究
（内藤 雅一）

分析的会計研究
（加井 久雄）

EU経済研究
（藤田 憲）

応用ミクロ経済学研究
（濱田 弘潤）

租税理論研究
（藤巻 一男）

経営情報研究
（未定）

倒産法研究
（若槻 良宏）

損害賠償法研究
（岩嵜 勝成）

国際経済法研究
（澤田 克己）

知的財産法研究
（渡邉 修）

開発途上国経済研究
（石川 耕三）

北米憲法研究
（栗田 佳泰）

ロシア経済研究
（道上 真有）

環境経済研究
（藤堂 史明）

比較組織文化研究
（咲川 孝）

政治思想研究
（向山 恭一）

国際政治史研究
（神田 豊隆）

国際人権研究
（渡辺 豊）

現代憲法理論研究
（土屋 武）

日本政治外交史研究
（稲吉 晃）

国際関係論研究
（張 雲）

西洋経済史研究
（左近 幸村）
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　共生社会研究専攻は、国際社会や地域社会における法・政治・経済等のシステム及び制度に関する課題を、相互理
解と相互発展という共生の観点から、多角的・総合的に分析・解決する能力を涵養し、法学、経済学の高度な専門的
知識と課題解決能力を有する高度専門職業人及び研究者を育成します。

博士後期課程
【 共生社会研究専攻 】

取得できる学位 博士（学術）、博士（法学）、博士（経済学）

地域共生社会

分  野

比較経済思想史研究
（武藤 秀太郎）

ニュー・パブリックマネジメント研究
（鷲見 英司）

公共経済学研究
（中東 雅樹）

中国経済研究
（溝口 由己）

NPO論研究
（澤村 明）

現代財政研究
（根岸 睦人）

マーケティング研究
（長尾 雅信）

人的資源管理研究
（平松 庸一）

中国政治社会研究
（真水 康樹）

自治体制度研究
（未定）

現代行政研究
（馬場 健）

行政理論研究
（南島 和久）

ゲーム理論研究
（高宮 浩司）

教育経済研究
（未定）

情報化社会制御研究
（鈴木 正朝）

憲法研究
（上村 都）

刑法研究
（田寺 さおり）

財政法研究
（今本 啓介）

刑事訴訟法研究
（稲田 隆司）

商事法研究
（梅津 昭彦）

会社法研究
（吉田 正之）

地域社会研究
（内田 健）

刑事政策研究
（櫻井 香子）

民事法研究
（近藤 明彦）

災害地理研究
（小野 映介）

上級ミクロ経済学研究
（山崎 剛志）

上級マクロ経済学研究
（長谷川 雪子）

医療制度研究
（田中 伸至）

組織行動論研究
（岸 保行）

経営組織研究
（木全 晃）

社会保障政策研究
（未定）

成年後見法研究
（上山 泰）
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選抜方法
入学者選抜方法の概要は以下のとおりです。

一般入試

「修士論文」を提出した者については、書面審査、筆記試験及び口述試験で
選抜します。
●書面審査は、「修士論文」について審査します。
●筆記試験は、外国語科目１科目を課します。
●口述試験は、「修士論文」及び出願書類を主な資料とします。

「修士論文」を提出できない者については、筆記試験及び口述試験で選抜します。
● 筆記試験は、専門科目（志望する専攻分野に関する１科目）及び外国語

科目１科目を課します。
●口述試験は、受験した専門科目及び出願書類を主な資料とします。

社会人特別入試
及び

外国人留学生
特別入試

「修士論文」を提出した者については、書面審査及び口述試験で選抜します。
●書面審査は、「修士論文」について審査します。
●口述試験は、「修士論文」及び出願書類を主な資料とします。

「修士論文」を提出できない者については、筆記試験及び口述試験で選抜します。
●筆記試験は、専門科目（志望する専攻分野に関する１科目）を課します。
●口述試験は、受験した専門科目及び出願書類を主な資料とします。

いずれの場合も、入学後の教育研究に必要とする外国語能力（外国人留学
生にあっては日本語能力）について審査することがあります。

進学者選考
新潟大学大学院修士課程、博士前期課程又は専門職学位課程を修了見込み
の者は、進学者選考により選考されます。詳細は「進学者選考要項」によ
り通知しますので、大学院学務係へお問い合わせください。

入学定員
専攻名 入学定員

人間形成研究専攻 6人

共生文化研究専攻 7人

共生社会研究専攻 7人

計 20人

2019年度入試予定
入学時期 入試予定日 募集要項配布時期

９月入試 2019年４月 2018年９月14日（金） 2018年７月上旬

２月入試 2019年４月　2019年10月
※選択して受験 2019年２月中旬 2018年12月上旬

７月入試 2019年10月 2019年７月上旬 2019年５月中旬
※変更する可能性がありますので、詳細は現代社会文化研究科HPで必ずご確認ください。
※２月入試までの合格状況を考慮して、２次募集（３月中旬実施）を行うことがあります。

博士後期課程
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入学試験について
　現代社会文化研究科の学生募集は、一般入試、社会人特別入試、外国人留学生特別入試の３区分に分
けて行います。詳細は「学生募集要項」をご確認ください。（入学試験に関する問い合わせ先：人文社
会科学系大学院学務係　025-262-6166・6826）

選抜方法
入学者選抜方法の概要は以下のとおりです。

一般入試

筆記試験及び口述試験で選抜します。
●筆記試験は、外国語科目及び専門科目１科目、又は専門科目２科目とします。
●筆記試験（外国語科目、専門科目）の問題は「分野」ごとに出題されます。
●口述試験は、出願書類を主な資料とします。

社会人特別入試
筆記試験及び口述試験で選抜します。
● 筆記試験は小論文です。小論文は「研究計画書」を参考にして出題されます。
●口述試験は、出願書類を主な資料とします。

外国人留学生
特別入試

筆記試験及び口述試験で選抜します。
●筆記試験（専門科目１科目）の問題は「分野」ごとに出題されます。
●口述試験は、出願書類を主な資料とします。

※ 社会文化専攻国際日本文化分野については、主に外国人留学生を対象に、入学者選抜を別途行います。同分野の入学希
望者は、「学生募集要項」請求の際に、その旨お申し出ください。（10月入学者対象）

※ 経済経営専攻経営会計分野については、筆記試験を免除される場合があります。「学生募集要項」に示した条件をご覧
ください。

入学定員
専攻名 入学定員

現代文化専攻 10人

社会文化専攻 20人

法政社会専攻 10人

経済経営専攻 20人

計 60人

博士前期課程
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博士後期課程
人間形成研究専攻 人間形成文化分野 ２年次生

崔　旭 さん

研究室が用意されており、整った環境で研究を進めることができます。
同じ研究室の学生と、研究について意見交換することもあります。

毎週、ゼミを行っており、先生やゼミ生からアドバイスをもらうことで、
自分の研究をブラッシュアップしています。

　私は、日中両国の小学校における保健教育及び保健管理シス
テムの比較について研究しています。博士前期課程在学中に、日
本の保健教育の特色を理解する中で、研究意欲や関心がさらに高
まったことから、博士後期課程への進学を志望しました。現在は、
日中の保健教育の差異をより多くの人々に伝えることを目的とし、

保健教育の比較を研究対象として捉え、論文を執筆したり、学外の学会に参加したりしています。
　博士後期課程の講義は少人数制のため、講義中に質疑討論の時間が十分に確保されています。
特に、必修科目である特定研究や総合演習では、研究経験が豊かな先生方と議論することで、新
たな視点から研究を見つめ直すことができます。博士論文を執筆するうえで、時には厳しい指摘
を受けることもありますが、この過程も研究から得られる良い経験となります。
　また、新潟大学現代社会文化研究科には、日本人の学生、社会人学生、世界各国の留学生が在
籍しています。自分とは異なる研究分野の研究者と交流する機会が数多くあり、自分の研究に関
し異なる角度からアドバイスがもらえることは、大きなメリットであると思います。さらに、在
学中の先輩や、研究科を修了した先輩が担当する講座に参加することで、自分の進路や将来像を
より明確なものにすることができます。このように、異文化交流を通して自分の視野を広げたり、
学生生活で得た知識を活用したりすることで、充実した研究生活を送っています。
　これまでの研究生活を通じて、多くの研究者と接すること、研究に対する真剣な態度を常に持
つこと、自分の信念を捨てず、社会において実用的な研究をすることが研究者の責任であると考
えるようになりました。これからも、新潟大学現代社会文化研究科での研究生活を享受し、研究
者として理想を追い求める人生を過ごしたいと思います。
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キャンパス
ライフ

〜在学生からのメッセージ〜

現代社会文化研究科に在学中の学生の様子をご紹介

博士前期課程
社会文化専攻 アジア社会文化分野 ２年次生

貝沼　良風 さん

講義以外の時間には、研究室で文献を読んだり、コンピュータでデー
タを整理するなどして、効率的に研究を進めています。

週に１回、図書館学習サポーターとして勤務し、学生のレポート作成や
文献探索をサポートしています。自分の知識を活かすことができ、また、
コミュニケーション能力の向上にもつながっています。

　私は地理学の視点から、現在日本の地方都市で催されている
祭りの成立要因を明らかにするため、主に踊りの担い手などの参
加者への聞き取り調査によるデータをもとに研究をしています。
　私は当初大学院進学を考えていませんでした。しかし、卒業
研究で研究対象とした事例とは異なる視点で日本の祭りを捉え、
自分の視野を広げたいという気持ちがあり、大学院進学を決め

ました。そして、大学院を選定する中で、自分の関心のある分野の研究者がおり、複数の先生と
近い距離で研究を進め、深い議論ができるような環境が整っている新潟大学現代社会文化研究科
を選びました。
　大学院生として新たに始めた学生生活では、今まで関わりがなかった分野を専攻している学生
と共に講義を受けることが多く、互いの研究テーマや関心について話し合う機会を得ることがで
きました。その中で、自分に足りない視点を知り、一度頭の中を整理して研究を進められたことは、
大変意義があったと感じています。また、現代社会文化研究科には多くの留学生や社会人の学生
も在籍しており、自分とは異なる経験から生まれる考え方に強い刺激を受けながら研究を行うこ
とができます。
　大学院進学を目指している皆さんは、どのような軸で大学院を選んでいるでしょうか。皆さん
それぞれの考え方があると思いますが、私の軸は大学院博士前期課程の２年間を過ごしてよかっ
たと考えられるかどうかでした。先生や他の学生と深い議論ができるのか。また、修了後の進路
をしっかり相談でき、考えることができるか。そういった不安を解消し、納得できる学生生活を
過ごすことができる環境がこの研究科には整っています。ぜひ、新潟大学現代社会文化研究科で
充実した学生生活を送ってください。
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現代社会文化研究科修了生の研究業績の一例

修了生の声

殷　志強
地域社会形成論専攻（2012年３月修了）
　※改組前の専攻
現職：首都師範大学歴史学院　講師

　10年前、日本への憧れや青春の理想を抱いて新潟にやって来て、約5年間にわ
たる生活を始めた。そして芳井研一先生を始めとする諸先生のご指導で博士の
学位を取得し、現在は日中関係に関する教育や研究に従事している。
　留学生活では、やはり諸先生から受けたご指導が最も忘れがたい。先生方は
如何に考え、如何に分析するか、つまり、純粋に学問を求める道や、「自由な思
想、独立した人格」の真の意味が分かるようにご指導くださった。このことは
私にとって生涯を通じて見倣い、実践すべき目標である。また思い出すのは、
お世話になった日本の友人たちの姿である。彼らを通じて、日本の社会や日本
人の考えを深く知ることができた。このような草の根交流が中日友好につなが
ると信じている。さらに、新潟での楽しい生活も忘れがたい。海風に吹かれて眺めた日本海の夕日、地酒を飲み
ながら満喫した海の幸、そして雪が舞う中で入った暖かい温泉、すべてが記憶の奥の宝物になっている。
　ですから皆さん、学問に専念すると同時に友人と交流し、新潟の美食・美酒や温泉を堪能し、有意義な学生生
活を過ごせるよう心から祈っています。
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